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ことが決定された<r京大広報.1No. 6)。本委員会の会合は 6月28日を第 1固
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1-7 -1 国立学校特別会計・京都大学歳入・歳出額の推移
(昭和40-平成8年度、単位100万円)
収納済歳入額(A)
年 度 授業料及ぴ 支出済 A 附属病院収入 入学検定料 その他 合計ω 歳出額(B) B 
昭和40年 1，384(77.3) 169( 9.4) 238(13.3) 1，791 9，393 19.1% 
昭和45年 1，548(73.7) 236(11.2) 315(15.0) 2，099 16，777 12.5% 
昭和50年 4，330(74.6) 765(13.2) 711(12.2) 5，805 34，609 16.8% 
昭和55年 7，995(70.6) 2，145 (18.0) 1，179(10.4) 11，319 53，731 21目1%
昭和60年 12，191 (6.4) 3，838(20目9) 2，333(12.7) 18，362 67，387 27.2% 
平成2年 15，025(60.1) 6，315(25.3) 3，654(14.6) 24，993 80，711 31.0% 
平成5年 15，867(57.2) 8，181(29.5) 3，685(13.3) 27，733 104，371 26.6% 

























































3，924 (41. 8) 


















表 1 7-3 校費と施設整備費の推移
(昭和40-平成 8年度、単位100万円)
校費総額 増減率 施設整備費総額 増減率 物価上昇率
2，716 1，291 
4，770 +75% 1，950 十 51% +29% 
8，065 +69% 1，834 - 6% 十71%
13，249 +64% 3.989 十118% +38% 
14，631 +10% 6，498 + 63% +15% 
16，564 +13% 7，014 + 8% + 7% 
19，329 +17% 21，332 +204% + 6% 





































































昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年
文 学 部 36 38 39 40 40 42 
教育学部 12 12 13 13 14 13 
法学部 33 37 37 41 39 39 
経済学部 17 17 17 17 14 8 
文系合計 98 104 106 111 107 102 
理学部 55 66 67 67 69 71 
医 学部 33 34 35 36 38 38 
薬学部 13 13 13 13 13 13 
工 学 部 133 154 159 161 160 158 
農 学 部 38 50 53 53 53 58 
理系合計 272 317 327 330 333 338 


































理 学 数理解析 昭和50年
農 学 熱帯農学 昭和56年
工 学 分子工学 昭和58年
医 学 分子医学系 昭和60年
理 学 霊長類学 昭和61年
経済学 現代経済学 昭和62年
工 主弓d与」 応用システム科学 昭和62年
教育学 臨床教育学 昭和63年
医 学 脳統御医科学系 平成2年
工 A弓u，.与 環境地球工学 平成3年








昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年
化学研究所 20 20 20 20 21 19 
人文科学研究所 13 14 15 17 19 20 
胸部疾患研究所 5 6 7 7 7 4 
原子エネルギー研究所 8 8 9 10 10 10 
木質科学研究所 4 5 5 5 6 6 
食糧科学研究所 5 6 6 7 7 8 
防災研究所 14 16 16 18 19 16 
基礎物理学研究所 4 4 4 5 6 10 
ウイルス研究所 6 7 8 9 9 4 
経済研究所 4 6 6 8 10 6 
数理解析研究所 6 9 9 11 12 13 
原子炉実験所 6 8 8 16 16 16 
霊長類研究所 6 9 9 9 9 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































このように人間・環境学研究科は当初 1専攻で発足したが、平成 4(1992) 




































































































































































































































































































































































































































































































































ターを母体として開設されることになる (KUINSはKyoto University Inte-


























































































記されており、これがその後の覚書の雛形となった。表 1 7 -7によると、
本学が覚書交換等の学術交流協定を締結した外国の大学はその後も着実に増









































部局名 件数 部局名 件数
文学部 2 胸部疾患研究所 l 
教育学部 2 エネルギ一理工学研究所 6 
法学部 1 木質科学研究所 l 
経済学部 8 防災研究所 9 
理学部 2 基礎物理学研究所 l 
医学部 5 経済研究所 1 
薬学部 2 数理解析研究所
工 学部 185 原子炉実験所 8 
農学部 8 霊長類研究所 2 
人間・環境学研究科 12 東南アジア研究センター l 
化学研究所 12 生体医療工学研究センター 1 
人文科学研究所 l 生態学研究センター 2 















































































































































































































































































































































































































































































































































表 1-7 -10 各学部の入学定員と入学者数の推移
(昭和40-平成7年度)
昭和40年度 昭和45年度 昭和50年度 昭和55年度
定員 入学者数 定員 入学者数 定員 入学者数 定員 入学者数
人 人 人 人 人 人 人 人
総合人間学部
文 学 部 200 203(35) 200 202(38) 200 203(54) 200 198 (57) 
教育学部 50 50(12) 50 50(11) 50 51 (21) 50 50(15) 
法 Aザ主aー- 部 250 271( 4) 330 338 (15) 330 330(18) 330 330 (16) 
経済学部 200 220( 1) 200 220 ( 2) 200 200( 6) 200 199( 4) 
理 学 部 246 255( 9) 281 279( 6) 281 281 (13) 281 281(16) 
医 学 部 100 110( 6) 100 101 ( 4) 120 122 ( 7) 120 120 ( 9)
薬 AヴL与 部 80 82(31) 80 80(32) 80 79(46) 80 80(38) 
工 学 部 870 883 ( 1) 945 945 ( 2) 945 944( 6) 945 945(11) 
農 A寸h与ι 部 244 238( 9) 300 299(25) 300 289 (27) 300 294 (38) 
lロh、 言十 2，240 2，312(108) 2，486 2，514(135) 2，506 2，499(198) 2，506 2，497(204) 
昭和60年度 平成2年度 平成5年度 平成7年度
定員 入学者数 定員 入学者数 A巳貝目 入学者数 定員 入学者数
人 人 人 人 人 人 人 人
総合人間学部 130 133(21) 130 130(25) 
文 学 部 200 200 (58) 220 222(74) 240 246(91) 220 224 (79) 
教育学部 50 50(21) 60 68(23) 70 73(36) 60 63(31) 
法 会二主子ι 部 350 350(49) 400 405(84) 410 418 (80) 400 408 (103) 
経済学部 210 210(13) 250 260(32) 270 271 (29) 240 241 (37) 
理 主二浬子. 部 281 281 (24) 306 306(22) 326 326(20) 326 326(19) 
医 学 部 120 121(12) 100 99(16) 100 102 (14) 100 102(10) 
薬 学 部 80 80(29) 80 89(27) 80 90(41) 80 85(37) 
工 学 部 945 945(24) 1，040 1，041 (38) 1，060 1，057(42) 1，050 1，051(54) 
農 学 部 300 304(38) 325 333 (61) 325 333 (7) 315 325(86) 






































昭和40年度 昭和45年度 昭和50年度 昭和55年度
定員 入学者数 定員 入学者数 定員 入学者数 定員 入学者数
人 人 人 人 人 人 人 人
文学研究科 70 82(14) 87 90( 8) 90 77(11) 94 65(11) 
教育学研究科 15 14( 3) 24 21 ( 3) 26 22( 9) 26 19( 8) 
法学研究科 60 16( 1) 74 23( 0) 74 10( 5) 76 15( 1) 
経済学研究科 35 11( 0) 40 13( 1) 40 8( 1) 40 16( 0) 
理学研究科 106 131(10) 150 121( 8) 175 117( 6) 184 126( 4) 
薬学研究科 26 32( 5) 26 29( 9) 27 23( 6) 27 27( 7) 
工学研究科 258 381( 1) 308 474( 3) 346 508( 2) 373 544 ( 3)
農学研究科 83 98( 1) 100 101( 4) 124 108( 8) 131 106( 7) 
人間・環境学研究科
l日入 計 653 765(35) 809 872(36) 902 873(48) 951 918 (41) 
昭和60年度 平成2年度 平成5年度 平成7年度
定員 入学者数 A貝口 入学者数 定員 入学者数 A貝回 入学者数
人 人 人 人 人 人 人 人
文学研究科 94 64(13) 94 72(22) 94 58(16) 94 95(39) 
教育学研究科 26 12( 6) 34 16( 5) 34 13( 8) 34 33(20) 
法学研究科 76 18( 2) 76 22( 3) 90 66(15) 90 73(14) 
経済研究科 40 15( 1) 52 22( 3) 56 29( 4) 56 58(14) 
理学研究科 186 137( 8) 186 175(10) 186 214 (17) 340 273 (36) 
薬学研究科 27 36( 6) 27 40(10) 46 65(12) 46 61(15) 
工学研究科 389 592( 8) 412 615(20) 478 657(24) 558 758(26) 
農学研究科 131 134(13) 131 146(32) 131 207(40) 163 214(54) 
人間・環境学研究科 125 126(35) 129 123(39) 








昭和40年度 昭和45年度 昭和50年度 昭和55年度
定員 入学者数 定員 入学者数 定員 入学者数 定員 入学者数
人 人 人 人 人 人 人 人
文学研究科 35 38(10) 49 40( 4) 52 69( 9) 54 70(11) 
教育学研究科 1 9( 3) 1 10( 0) 12 22( 4) 13 16( 6) 
法学研究科 33 7( 0) 33 10( 0) 37 15( 3) 37 9( 0) 
経済学研究科 17 12( 2) 21 8( 0) 23 18( 1) 23 15( 0) 
理学研究科 58 65( 3) 82 102( 0) 102 88( 5) 111 90( 2) 
医学研究科 63 78( 6) 77 83 47( 5) 8 69( 3) 
薬学研究科 13 7( 0) 13 20( 2) 14 17( 2) 14 18( 2) 
工学研究科 134 79( 0) 160 86( 1) 177 85( 1) 197 49( 1) 
農学研究科 47 34( 1) 50 56( 2) 64 60( 3) 72 56( 8) 
人間・環境学研究科
メ日入 計 411 329(25) 496 332(9) 564 421 (3) 609 392(33) 
昭和60年度 平成2年度 平成5年度 平成7年度
定員 入学者数 定員 入学者数 定員 入学者数 定員 入学者数
人 人 人 人 人 人 人 人
文学研究科 55 58( 8) 55 59(10) 55 51 (17) 55 61 (14) 
教育学研究科 13 14( 6) 13 16( 4) 15 19 (13) 15 1l( 7) 
法学研究科 37 17( 1) 37 17( 5) 37 10( 1) 37 19( 2) 
経済学研究科 23 18( 0) 23 13( 0) 23 21 ( 5) 23 30( 2) 
理学研究科 113 86( 4) 113 120( 9) 113 141 ( 8) 166 162(16) 
医学研究科 98 97( 5) 98 118(16) 109 148(16) 140 143(19) 
薬学研究科 14 17 ( 3) 14 19( 1) 14 23( 7) 2 23( 1) 
工学研究科 200 70( 0) 208 95( 4) 236 124 (10) 269 137( 7) 
農学研究科 72 60( 7) 72 74( 6) 72 85( 8) 85 104(16) 
人間・環境学研究科 31 29( 6) 78 81(23) 




































表 1-7 -13 学生の生活状況
(昭和58、平成元、 7年度)
昭和58年度 平成元年度 平成7年度
学部学生 大学院学生 学部学生 大学院学生 学部学生 大学院学生
家庭の所在地
京都府下 13.2% 15.8% 8目7% 16.0% 9.6% 17.1% 
近畿地方 57.3% 57.7% 52.7% 56.2% 54.3% 57.0% 
アノレノぜイト(過去半年聞に行った者) 80.5% 76.6% 84.7% 79.7% 77.2% 64.4% 
奨学金受給者の比率 23.4% 69.0% 21.9% 62.0% 24.2% 54.2% 
自宅通学者の比率 30.7% 21.6% 24.4% 23.0% 26.6% 26.5% 
収入月額(自宅外通学者)
家庭から(平均値) 76，400円 37，200円 84，400円 46，000円 100，000円 58，700円
アルバイト、奨学金(平均値) 30，100円 88，100円 38，100円 90，400円 40，300円 85，800円
収入金額合計(平均値) 108，300円 127，600円 123，500円 139，100円 142，400円 154，600円
支出月額(自宅外通学者)
部屋代(平均値) 22，300円 22，600円 31，700円 28，500円 45，900円 41，800円
食費(平均値) 32，200円 38，700円 33，200円 38，200円 38，500円 43，000円
勉学費、書籍費(平均値) 8，900円 14，700円 8，300円 13，100円 8，400円 12，200円

































































年 度 卒業者数 進学者 就職者 その他
人 人 人 人
昭和41年 2，116 688(32.5) 1，161(54.9) 267 (12.6) 
昭和58年 2，478 905(36.5) 1，287 (51. 9) 286 (11. 5) 
昭和61年 2，477 974(39.3) 1，197(48.3) 306 (12.4) 
平成元年 2，511 995 (39.6) 1，263 (50.3) 253 (10.1) 
平成4年 2，722 1，175(43.2) 1，218(44.7) 329 (12.1) 








業 種 昭和41年度 昭和58年度 平成7年度
人 人 人
農・林・漁・鉱業 25( 2.2) 10( 0.8) 3 ( 0.3) 
建設業 43 ( 3.7) 44 ( 3.4) 47( 4.3) 
製造業 564(48.6) 488(37.9) 347 (31. 5) 
電気・ガス・水道業 33( 2.8) 29( 2.3) 34 ( 3.1) 
運輸・通信業 45( 3.9) 35 ( 2.7) 75( 6.8) 
卸売・小売業 58( 5.0) 66 ( 5.1) 47( 4.3) 
金融・保険業 172 (14.8) 234 (18 .1) 223(20.3) 
サービス業 142(12.2) 192 (14.9) 130 (11. 8) 
〔うち教育〕 (88) (59) ( 8 ) 
7ふ1品、i 務 68( 5.9) 165(12.8) 181 (16.4) 
その他 11( 0.9) 24( 1.9) 14( 1.3) 




















































修 士 博士後期 修 士 博士後期 {彦 士 博士後期
人 人 人 人 人 人
農・林・漁・鉱業 3( 0.8) 。 7( 1.1) 1( 0.5) 3( 0.3) 2( 0.7) 
建設業 18( 5.0) 。 54( 8.8) 3( 1.6) 38( 4.5) 。
製造業 224(61.7) 11 (13.1) 407(66.3) 33(18.1) 519(61.1) 41 (15. 2) 
電気・ガス・水道業 10( 2.8) 。 31( 5.0) 。 45( 5.3) 1( 0.4) 
運輸・通信業 14( 3.9) 。 26( 4.2) 。 65( 7.6) 1( 0.4) 
卸売・小売業 3( 0.8) 。 1( 0.2) 。 6( 0.7) 。
金融・保険業 。 。 。 15( 1.8) 1 ( 0.4) 
サービス業 71(19.5) 73(86.9) 35( 5.8) 133(73.1) 52( 6.1) 188(69.9) 
〔うち医療保健〕 ( 0) ( 2) ( 0) (38) ( 1) (70) 
〔うち教育〕 (58) (67) (20) (78) (17) (99) 
~ 手寿 17( 4.7) 。 51( 8.3) 9( 4.9) 84( 9.9) 30(11.1) 
その他 3( 0.8) 。 2( 0.3) 3( 1.6) 23( 2.7) 5( 1.9) 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































来jなるテーマの下に、 総合博物館と附属図書館をメイ ン会場として 4週間
にわたって開催されたが、その間約1週間は数個のサテライト会場でも聞か
れることになった。記念公開講座と記念地域講演会は、「京都大学市民講
座・春秋講義企画委員会Jの立案によるものであるが、そのうち公開講座は
10月18日午後、京都産業会館において「知の最前線はいま一一日本の文化と
国土」をテーマに、日高敏隆、河合隼雄両名誉教授を講師として開催され
た。また地域講演会は、平成9年10月4日にまず名古屋で井村裕夫総長、伊
東光晴名誉教授を講師として、次いで平成10(1998)年2月21日には大阪で井
村前総長、佐藤幸治大学院法学研究科教授を講師として開催されたが、平成
10年10月には東京でも開催されることになっている。なお、新「学歌」の制
定は、公募の結果「学歌」にふさわしい優秀作がなく、取り止めとなった。
上述の百周年記念式典・祝賀会・ シンポジウム等の終了後、11月14、15両
日井村裕夫総長の任期満了に伴う次期総長の選挙が行われ、長尾真大学院工
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学研究科教授が12月16日本学第23代総長に就任した。
以上に述べたように、百周年記念行事は平成9年中にそのほとんどが滞り
なく終了し、また百年史の刊行も当初の計画通りに進行したのであるが、計
画された記念事業の他の2つの柱である百周年時計台記念館の建設と国際交
流事業の推進については、記念事業募金の終了後に具体化される予定であ
る。
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